
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書③ 

道府県・政令市名【 岐阜県 】 

１実践テーマ 【 Ⅱ・Ⅳ 】  

２実施対象者 郡上市立明宝小学校  （全校児童 60名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 生活科・総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（ 朝活動の時間・全校集会 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・コロンビア共和国の言葉や文化などを知ることを通して、国際交流

に意欲を高め、積極的にコミュニケーションすることができると共

に、日本や郡上の文化の良さについて、改めて感じ取ることができ

る 

・コロンビア女子ユースラグビー選手との準備や交流を通して、おも

てなしの気持ちを表すとともに、２０２０東京オリンピック・パラ

リンピックへの興味関心を高めることができる。 

５ 取組内容 １ 事前の取組 

（１）「コロンビアの選手がやってくるよ」オリエンテーション 

  ・特活担当から、コロンビアの予備知識と、チームや選手の紹   

介をする。 

  ・ただ交流をするだけではなく、準備等を含めた活動の見通しを

伝える。 

（２）ウェルカムボードづくり 

  ・縦割り班ごとに、選手一人一

人のウェルカムボードを作成

する。 

（３）国旗づくり 

  ・縦割り班ごとに全員が、コロ

ンビアと日本の国旗を作成す

る。 

（４）コロンビアを知ろうクイズ 

  ・お昼の放送で、コロンビアのあいさつ等の「スペイン語講座」、

「コロンビアと言えば？」、「日本と違う習慣」などをクイズ形

式で行う。 

２ 交流会 9月14日（金） 

（１） お出迎え後、各学級に分

かれて給食を食べる。 

  ・各学級３～４名の選手をお 

   迎えし、一緒に給食を食べ 

る。 

  ・教室にあるものや毎日の生

活について、通訳は１名し



か見えないので、英語と身振り手振りで説明する。 

（２）縦割り班と一緒に、掃除をする。 

  ・「学校の掃除をする体験は

ないので、できれば入れく

ださい。」とのお話だった

ので、取り入れる。ここで

も、子どもたちが身振り手

振りで掃除の仕方を教え

る。 

（３）交流会 

 ①郡上踊り「春駒」を踊る。 

 ②縦割り班ごとに、遊ぶ。 

  ・おりがみ、お手玉、だる

まさんが転んだ、けん玉、

はないちもんめ 

③ コロンビア選手の皆さ

んからダンスを習う。 

  ・歌とダンスが大好きな選手

の皆さんから、ダンスを習

い、一緒に踊る。 

３ 事後の活動 

（１）ラグビーの紹介をする。 

（２）ラグビー女子ユース郡上大

会の様子を伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

（感想より） 

・今日、コロンビアの女子ラグビーの選手のみなさんが来てください

ました。全員美人な方でとても素敵なやさしい人でした。１日中楽

しかったし、わくわくしていました。私が１番心配だったことは「し

っかり伝えたいことが伝わるか」だったけど、伝わってうれしかっ

たです。お別れの時はとても悲しくて、帰ってほしくなかったけど、

笑顔でバイバイできてよかったです。（第6学年） 

・14日に、明宝小学校にコロンビアの女子ラグビーのユースチーム

の方がいらっしゃいました。お出迎えをした後、一緒に給食を食べ

て、郡上踊りやこだま班遊びをしました。「ソーイ、〇〇」と、ス

ペイン語で自己紹介をしたり、言葉はうまく通じなくても、手や体

の動き、表情を使って気持ちを通わせたりしている姿がいろんなと

ころで見ることができてうれしかったです。 

（第３学年 通信より） 

 クラブの指導員で来ていただいていた市教委学校教育課のスポー

ツ振興課の方が、「コロンビアの選手と交流をしませんか。」と声をか

けていただき、スタートした活動である。郡上市がコロンビアのホス

トタウンになったこともあり、児童にとって触れ合えるよい機会とな



った。 

 また、準備を通しておもてなしの心をもつこと、その思いが伝わり、

選手の皆さんが大変喜んでくださったこともよかった。活動を通し

て、コロンビアやラグビーが少し身近に感じられるようになった。ま

た、何とかわかってほしいという気持ちで接すれば、コミュニケーシ

ョンが取れることが分かり、国際交流に対する抵抗がなくなり、意欲

につながった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・本校の担当者が、交流するにあたって心配なことを、市教委の担当

者と細かく打ち合わせをしたり、質問したりした。「もっと楽に交

流しましょう。」と言ってもらえたのが、ありがたかった。 

・ラグビーを一緒にやることも考えたが、日本の文化について知りた

いとのことだったので、郡上ならではの踊りも取り入れながら上記

の内容を計画した。 

・郡上での大会が休みの日であったので、試合を見ることはできなか

った。全校集会の時に校長先生から試合の様子をビデオで見せても

らい、にこやかな交流の様子とは違う真剣な様子もわかり、２０２

０東京オリンピックへの関心も高まった。 

８主な課題等 ・交流が初めてということもあり、文化の違い等、心配な点が多くあ

った。今回は担当者同士がこまめに連絡を取り合ってその都度解決

していったが、本当に大変であった。 

・児童にとってよい機会となったが、教育活動のどこに位置付けてい

くとよりよいのかを考えていく必要があると思った。 

９来年度以降

の実施予定 

・２０２０東京オリンピック・パラリンピックに向けて、ホストタウ

ンの一員としてどんなことができるのかを考えさせていきたい。 

・ラグビーについては、体育の学習にタグラグビーを取り入れていく

と共に、軽スポーツクラブをタグラグビークラブに変更し、大会出

場を目指す。 

 


